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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

総額約5,002億円の
令和６年度当初予算などを可決

　開会日には、令和６年度当初予算などが提案されるとともに、令
和６年能登半島地震への対応、新たな総合計画の策定、新年度の各
種施策、高速道路の全国共通料金制度の継続、知事公舎の在り方な
どについて、知事から所信が述べられました。
　代表・一般質問では、能登半島地震を踏まえた今後の地震対策や
木造住宅の耐震化等の防災・減災対策、新ホールの整備、中小企業
の人手不足への対応、農林水産物の輸出促進、クルーズ船・スーパー
ヨット誘致、公立高校の通学区域制見直し、若者の回帰・定着促進、
県有施設への太陽光発電設備導入目標などについて論議しました。
　今定例会では、「徳島県こども未来応援条例」、意見書１件、規則
改正１件、条例改正１件を議員提出し、可決しました。また、知事
提出議案95件を原案どおり可決・同意しました。

2月定例会の主な審議の結果2月定例会の概要 令和６年２月15日～３月11日会 期

●可決、同意された議案
○令和６年度当初予算
　・一般会計（１件）
　　当初予算額は5,001億8,900万円
　　前年度比97.0％（コロナ関係予算

除く前年度比100.9％）
　・特別会計（16件）
　・企業会計（６件）
○令和５年度補正予算
　・一般会計（２件）
　　補正予算額は49億6,935万3千円

の増額（開会日の先議）と298億
1,562万7千円の減額で、補正後
の予算は5,367億9,983万1千円

　・特別会計（18件）
　・企業会計（６件）

○条例の制定（６件）
　・徳島県こども未来応援条例

（議員提出）など
○条例の改正（27件）
　・徳島県議会委員会条例の一

部改正（議員提出）など
○負担金案件（３件）
○契約案件（３件）
○人事案件（３件）
○その他（７件）
　・徳島新未来創生総合計画の

策定など

●可決された意見書（１件）
　・マイナ保険証への円滑な移

行を求める意見書

提出議案や各議員の表決態度については県議会ホームページに
掲載しています。 徳島県議会　定例会の概要 検 索

副議長、総務委員会委員長、
文教厚生委員会委員長などを
歴任

　正副議長選挙が行われ、
議長に元木議員、
副議長に山西議員が選ばれました。 

新 正 副 議 長 紹 介

第109代
副議長
山西 国朗

（やまにし くにお）
39歳
名西選挙区

（当選３回）

第98代議長
元木 章生

（もとき あきお）
52歳
三好第二選挙区

（当選５回）

略　歴
文教厚生委員会委員長、県土
整備委員会委員長などを歴任

略　歴

詳しい内容は
こちらから

議員提案による政策条例を制定しました
　全会派で組織する政策条例検討会議で検討を重ね、次の政策条例を制定
しました。
徳島県こども未来応援条例
　子どもは、次代を担う未来への希望、かけがえのない宝であり、大人の支援を受
けながら、自立した個人として自己を確立していく権利の主体であり、生きる、育
つ、守られる、参加する権利をはじめとした「こどもの権利」が尊重されなければ
なりません。そこで、子育て支援の充実強化や、安定的な財源の確保、子どもの健
やかな成長の根幹をなす「こどもの権利」の
尊重に取り組み、全ての子どもが自分らしく、
安心して、笑顔で生き生きと暮らせる社会を
実現するために本条例を制定しました。
　皆さま一人一人がその取り組みについて関
心や理解を深めていただき、条例の趣旨が広
がっていくよう、ご協力をお願いします。

　若い世代の政治や議会への関心を高めるとともに、徳島の魅力発信に資するため、
「みんなに伝えたい徳島の魅力」をテーマに、県内高校生から写真を募集したところ、
231点の応募があり、審査の結果、次のとおり入賞者を決定しました。

◦議長賞　　　鳴門高等学校２年　板
いた

井
い

 美
み の り

梨　　「朝の光」
◦芸術文化振興議員連盟会長賞
　　　　　　　脇町高等学校１年　近

こん
藤
どう

 さくら　「次郎笈まであとひと息」
◦優秀賞　小松島西高等学校２年　朝

あさ
倉
くら

 崇
そう

瑛
えい

　　「TOKUSHIMA JK！」
　　　徳島科学技術高等学校１年　國

くに
清
きよ

 愛
る

弥
み

　　「勝浦の宝」
　　　　　　　城北高等学校２年　富

とみ
岡
おか

 さくら　「大河」
　　　　　徳島市立高等学校２年　松

まつ
岡
おか

 佳
けい

太
た

朗
ろう

　「母なる大地」
　　　　　　　鳴門高等学校３年　横

よこ
瀬
せ

 綾
あ

美
み

　　「夏と雲と制服と」

第１回徳島県議会高校生フォトコンテストの入賞者が決定しました
受賞作品はこちら⇢

（敬称略）
（優秀賞は五十音順）

（学年等は受賞時）

岡田議長（中央左）に検討結果報告書を提出する
政策条例検討会議の井下座長（中央右）（２月８日）

表彰式（２月29日）
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マ
チ
★
ア
ソ
ビ
は
重
要
な

コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
が
、
広
域

行
政
を
担
う
県
の
役
割
と
し

て
、
県
下
全
域
で
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

ア
ニ
メ
の
聖
地
と
く
し
ま
と
し

て
定
着
し
た
認
知
度
を
起
爆
剤
に
、

ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
市
町
村
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン

テ
ン
ツ
と
の
連
動
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
を
検
討
す
る
。

	

世
界
で
訪
日
観
光
が
注
目
を

集
め
る
中
、
観
光
誘
客
拡
大
を

見
越
し
て
、
観
光
客
に
選
ば
れ

る
県
産
品
の
開
発
を
後
押
し
す

る
た
め
、
県
内
企
業
を
支
援
し

て
い
く
べ
き
。

	
首
都
圏
の
消
費
者
に
対
し
て
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
商
品
開
発
に

意
欲
的
な
企
業
へ
の
伴
走
支
援
を
行

い
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

中
身
の
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
あ
ふ
れ
る

売
れ
る
県
産
品
の
創
出
に
努
め
る
。

	

阿
波
吉
野
川
警
察
署
の
庁

舎
整
備
に
係
る
基
本
構
想
策
定

に
当
た
り
、
現
在
地
の
傾
斜
が

急
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
を

踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
検

討
を
す
る
の
か
。

	

治
安･

防
災
上
の
中
核
拠
点
と

し
て
、
耐
震
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

な
ど
の
性
能
、
必
要
な
設
備
や
規
模
、

整
備
手
法
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

加
え
、
敷
地
へ
の
動
線
や
イ
ン
フ
ラ
途

絶
の
影
響
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

	

切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
を
見
据
え
、
県
民

が
防
災
士
資
格
を
よ
り
一
層

取
得
し
や
す
く
な
る
よ
う
有

効
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

	

令
和
６
年
度
の
防
災
士
資
格

取
得
短
期
講
座
の
研
修
期
間
を
４
日

間
か
ら
２
日
間
に
短
縮
す
る
と
と
も

に
、
短
期
講
座
に
よ
る
資
格
取
得
者

等
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
座
を
新
た
に
開
設
す
る
。

	

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
災

時
に
は
、
多
く
の
木
造
住
宅
の
倒

壊
が
予
想
さ
れ
る
。
木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
広
く
耐

震
診
断
を
受
け
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
が
、
具
体
策
は
。

	

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
や
、
耐
震

相
談
会
開
催
な
ど
多
様
な
手
法
を
用

い
て
取
り
組
み
を
強
化
。
加
え
て
、

市
町
村
等
と
連
携
し
、
戸
別
訪
問
や

耐
震
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

 	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

の
場
所
で
も
あ
る
、
こ
ど
も
食

堂
に
つ
い
て
、
困
難
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と

つ
な
が
る
運
営
者
に
対
し
、
手

厚
い
支
援
を
行
う
べ
き
。 

	

今
定
例
会
に
提
案
し
た
補
正
予

算
に
よ
り
、
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
宅

食
活
動
や
不
登
校
対
策
と
し
て
、
学

習
や
居
場
所
の
支
援
な
ど
の
活
動
経

費
を
優
先
的
に
助
成
す
る
こ
と
で
、

き
め
細
か
な
支
援
の
充
実
を
図
る
。

	

魅
力
あ
る
水
辺
の
複
合

エ
リ
ア
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
万
代
中
央
ふ
頭
の

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

	

交
通
ア
ク
セ
ス
強
化
策
と
し

て
、
駐
輪
場
確
保
お
よ
び
隣
接
す
る

県
職
員
駐
車
場
の
休
日
無
料
開
放
を

実
施
。
ま
た
、
緑
地
や
憩
い
の
場
の

整
備
、
水
上
タ
ク
シ
ー
等
の
拠
点
と

な
る
浮
桟
橋
の
改
修
な
ど
を
進
め
る
。

	

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、

単
独
の
市
町
村
で
対
応
不
可
能

な
大
量
の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い

て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発

災
に
備
え
た
広
域
処
理
体
制
を

強
化
す
べ
き
。

	

直
ち
に
現
地
に
職
員
を
派
遣
し
、

把
握
し
た
課
題
を
速
や
か
に
県
内
市

町
村
に
横
展
開
。
新
た
に
、
国
、
市

町
村
、
関
係
機
関
な
ど
と
一
体
と
な
っ

て
、
広
域
的
な
災
害
廃
棄
物
処
理
訓

練
を
県
主
導
に
よ
り
実
施
す
る
。

	

全
国
で
大
河
川
の
河
川
整
備

基
本
方
針
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
上
流
域
に
お
け
る
洪

水
調
節
容
量
が
吉
野
川
に
比
べ
十

分
で
な
い
那
賀
川
の
整
備
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

	

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
に
お

け
る
長
期
的
堆
砂
対
策
の
着
実
な
推

進
、
調
査･

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

小
見
野
々
ダ
ム
再
生
事
業
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
治
水
対
策
を
新
た
な

計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
む
。

	

能
登
半
島
地
震
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
議
論
で
出
た
提

案
は
、
緊
急
的
な
対
策
と
し

て
、
予
備
費
を
活
用
し
、
速

や
か
に
実
行
に
移
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

	

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

具
体
的
な
提
案
に
つ
い
て
は
、
一
刻

も
早
く
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
予
備
費

を
活
用
し
、
早
急
に
着
手
す
る
。

	

県
立
高
等
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
今
後
本
格
化
す
る

通
学
区
域
制
の
議
論
と
併
せ
、

生
徒
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

	

多
様
な
意
見
を
頂
け
る
有
識
者

会
議
を
新
年
度
の
早
い
時
期
に
設
け
、

通
学
区
域
制
の
議
論
と
と
も
に
、
今

後
の
生
徒
数
の
減
少
を
見
据
え
た
県

内
各
地
域
に
お
け
る
公
立
高
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

	

新
興
感
染
症
が
発
生
し
た

場
合
に
、
県
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
県
は
新
た
な
徳

島
県
感
染
症
予
防
計
画
に
基
づ

き
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
う
の
か
。

	

流
行
初
期
の
対
応
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
第
３
波
と
同
程
度
の
患
者
数
に

対
応
で
き
る
体
制
の
確
保
を
、ま
た
、

ま
ん
延
期
へ
の
備
え
と
し
て
、
第
８

波
に
相
当
す
る
体
制
の
確
保
を
目
標

と
し
て
対
応
力
向
上
を
図
る
。

	

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

本
県
を
含
む
広
域
的
な
大
規
模
災

害
時
の
医
療
救
護
活
動
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
育
成･

強

化
を
図
る
の
か
。

	

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、
派

遣
者
の
経
験
を
活
か
し
た
研
修
の
拡

充
・
強
化
や
医
療
用
資
機
材
の
一
層

の
充
実
な
ど
に
加
え
、
県
内
で
迅
速

に
活
動
で
き
る
徳
島
県
ロ
ー
カ
ル
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
創
設
を
検
討
す
る
。

	

県
内
企
業
の
競
争
力
向

上
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
の

た
め
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図

る
べ
き
。

	

県
内
の
関
係
団
体
で
Ｄ
Ｘ
支
援

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
支

援
施
策
や
Ｄ
Ｘ
導
入
の
好
事
例
を
情

報
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
作
成

や
、
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
導
入
促
進
等
を
実
施
す
る
。 

	

助
け
ら
れ
る
犬
・
猫
の
殺

処
分
数
ゼ
ロ
の
持
続
的
な
達

成
と
と
も
に
、
や
む
な
く
殺

処
分
さ
れ
て
き
た
命
を
救
う

た
め
、
さ
ら
に
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
べ
き
。

	

助
け
ら
れ
る
犬
・
猫
の
殺
処
分

数
ゼ
ロ
の
永
年
連
続
達
成
は
も
と
よ

り
、
そ
の
先
の
、
全
て
の
犬
・
猫
の

殺
処
分
数
ゼ
ロ
を
見
据
え
、
譲
渡
不

適
の
犬･

猫
の
命
を
可
能
な
限
り
つ
な

ぐ
社
会
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

	

希
望
す
る
誰
も
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備

に
向
け
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

	

経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
令

和
６
年
度
か
ら
医
療
費
助
成
を
18
歳

ま
で
拡
大
し
、
入
院
医
療
費
を
完
全

無
償
化
す
る
。
ま
た
、
多
胎
児
な
ど

特
有
の
悩
み
を
抱
え
る
家
庭
の
交
流

会
開
催
等
を
行
う
。

	

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
、
持
続
可
能
な
本
県
農
業
の

実
現
に
向
け
、
次
代
を
担
う
農

業
人
材
の
育
成
・
確
保
策
を
強

化
す
べ
き
。

	

と
く
し
ま
農
林
水
産
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
に
対
し
、
技

術
・
経
営
両
面
の
リ※

１

ス
キ
リ
ン
グ
研

修
を
新
た
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

副
業
希
望
者
等
を
、
実
践
研
修
の
開

催
等
に
よ
り
就
業
に
つ
な
げ
て
い
く
。

	

既
存
施
設
を
有
効
に
活
用

し
つ
つ
、
本
県
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
実
施
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
あ
い
さ
い

ス
タ
ジ
ア
ム
の
芝
生
再
整
備
を

行
う
べ
き
。

	

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
に
あ

い
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の
芝
生
再
整
備

の
設
計
に
係
る
経
費
を
計
上
。
施
設

の
管
理
運
営
を
担
う
小
松
島
市
と
今

後
の
維
持
管
理
や
役
割
分
担
、
利
活

用
等
の
検
討
を
進
め
る
。 

代表質問代表質問からから
主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。
所属会派は質問時点での表記です。所属会派は質問時点での表記です。

答 知事の答弁　答 関係部局の答弁

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
見
据
え
、

緊
急
対
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
べ
き 

福
ふく

山
やま

博
ひろ

史
し

（徳島県議会自由民主党）

災
害
医
療
を
支
え
る
核
と
な
る

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
着
実
な
養
成
を 

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

徳
島
の
実
現
を 

万
代
中
央
ふ
頭
の
さ
ら
な
る

に
ぎ
わ
い
創
出
で
新
た
な
観
光
拠
点
へ

行
政
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら

県
下
全
域
で
に
ぎ
わ
い
創
出
を

多
く
の
防
災
士
を
育
成
し
、

地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
を

一般質問一般質問からから

平
ひら

山
やま

尚
なお

道
みち

（徳島県議会自由民主党）

井
い

村
むら

保
やす

裕
ひろ

（徳島県議会自由民主党）

長
なが

池
いけ

文
ふみ

武
たけ

（新しい県政を創る会）

川
かわ

真
ま

田
た

琢
たく

巳
み

（グローカルｐｌｕｓ）

井
い

川
かわ

龍
りゅう

二
じ

（徳島県議会自由民主党）

主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。主な質問とこれに対する知事や関係部局の答弁の趣旨は次のとおりです。

答 知事の答弁　答 関係部局の答弁

とくしま県議会だより（2）



答

答

答

答

答

答

常任委員会県内視察の概要

	

次
世
代
の
未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
公
立
高
等

学
校
普
通
科
の
通
学
区
域
制
廃

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

	

新
年
度
の
早
い
時
期
に
、
学
識

経
験
者
や
学
校
関
係
者
、
地
域
の
方
々

な
ど
か
ら
な
る
有
識
者
会
議
を
立
ち

上
げ
、
令
和
２
年
度
以
降
の
取
り
組

み
の
検
証
結
果
を
示
し
、
本
県
に
ふ
さ

わ
し
い
制
度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

	

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
専
門

性
の
あ
る
学
校
を
含
め
、
今
後

の
公
立
高
等
学
校
の
再
編
、
学

科
編
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

新
年
度
に
立
ち
上
げ
る
有
識
者

会
議
に
お
い
て
、
公
立
高
等
学
校
の

将
来
的
な
在
り
方
と
し
て
ど
の
よ
う

な
姿
が
望
ま
し
い
の
か
、
生
徒
数
の

変
化
や
地
域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

	

人
口
10
万
人
当
た
り
の
交
通

事
故
死
者
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
と

な
る
中
、
年
初
か
ら
多
発
す
る
交

通
死
亡
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
、

よ
り
効
果
の
あ
る
取
り
組
み
を
強

力
に
推
進
す
べ
き
。

	

交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態

宣
言
に
よ
り
注
意
喚
起
を
図
り
、
全

県
的
・
集
中
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
引
き
続
き
、
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
諸

対
策
を
強
力
に
進
め
る
。 

	

国
民
健
康
保
険
税
（
料
）

は
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
の
無
収
入
者

に
も
負
担
を
求
め
て
い
る
。
せ

め
て
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均

等
割
は
廃
止
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

	

子
ど
も
の
均
等
割
保
険
料
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
国
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
、
軽
減

措
置
に
係
る
対
象
範
囲
の
拡
充
な
ど

を
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

	

避
難
所
運
営
に
必
要
と
な

る
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
聞
く
体

制
に
つ
い
て
、
避
難
所
の
運

営
が
女
性
の
目
線
で
行
え
る

工
夫
を
県
の
政
策
に
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

	

防
災
会
議
等
へ
の
女
性
の
積
極

的
な
参
加
に
加
え
、
県
地
域
防
災
計

画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

指
針
に
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
等
、

女
性
へ
の
配
慮
す
べ
き
事
項
を
具
体

的
に
提
示
し
、
推
進
し
て
い
る
。

	

各
地
で
学
校
給
食
の
無
償
化

を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

国
に
無
償
化
制
度
の
創
設
を
求

め
る
と
と
も
に
、
国
が
実
施
す

る
ま
で
は
、
県
独
自
で
無
償
化

の
支
援
を
行
う
べ
き
。

	

給
食
費
無
償
化
に
は
財
源
確
保

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
昨
年
６
月
、

知
事
か
ら
岸
田
総
理
に
直
接
、
学
校

給
食
費
無
償
化
の
早
期
実
現
を
要
望
。

今
後
、
国
の
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

学
区
制
の
廃
止
は

一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い 

国
民
健
康
保
険
税（
料
）の

子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
を

坂
さか

口
ぐち

誠
せい

治
じ

（真政会）

達
たつ

田
た

良
よし

子
こ

（日本共産党）

※１【リスキリング】　「Reskilling」。職業能力を再開発、再教育すること。

※２【Ｆ Ｉ Ｔ】　「Feed-in Tariff」の略。再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間買い取る制度。

※３【ＺＥＶ】　「Zero Emission Vehicle」の略。走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気自動車や燃料電池自動車等。
用 語 解 説

常任委員会 特別委員会２月定例会委員会の概要
●総務委員会
　災害時に救出・救助活動部隊と
なる機動隊の災害対策、徳島県こ
ども未来応援条例の周知、知事公
舎の売却を決定した経緯及び今後
の対応、女性に対する移住交流施
策などについて質疑及び提言があ
りました。
　

●文教厚生委員会
　回復期病床の現状と病床確保に
向けた取り組み、介護人材の確保
に向けた取り組み、教員の負担軽
減に向けた取り組み、県立高校１
人１台端末の故障対応などについ
て質疑及び提言がありました。

●地方創生対策特別委員会
　マチ★アソビの今後の見通し、
県都のまちづくり、フィッシング
ショー大阪2024、観光ルート造
成、宿泊キャパシティ拡大事業、
踏切内の点字ブロック設置など
について質疑及び提言がありま
した。
　

●防災・感染症対策特別委員会
　令和６年能登半島地震を踏まえ
た緊急対策、管理不全空き家への
対応、市町村における個別避難計
画の作成状況、中山間地域の孤立
対策、医薬品の備蓄などについて
質疑及び提言がありました。

●経済委員会
　徳島バッテリーバレイ構想に係
る蓄電池関連産業の集積に向けた
検討状況、令和６年度のアニメイ
ベント関連事業の開催方針、徳島
県産ブランド畜産物ＧＡＰ推進加
速化事業などについて質疑及び提
言がありました。
　

●県土整備委員会
　木造住宅の耐震改修に係る取り組
み、工業用水道の地震対策、令和６
年能登半島地震の教訓を踏まえた緊
急対策、犬猫の殺処分ゼロに向けた
社会実験などについて質疑及び提言
がありました。

●消費者・環境対策特別委員会
　卒Ｆ

※2
ＩＴ対応・蓄電池導入促進事

業、Ｚ
※3
ＥＶ導入の加速、県有施設へ

の太陽光発電設備の導入目標、建
築物解体工事等に係るアスベスト
対策､ 県有林Ｊクレジット取得の拡
大などについて質疑及び提言があ
りました。
　

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会
　パートナーシップ宣誓制度、学校
におけるジェンダーレスの取り組み、
リモート学習の導入による不登校対
策、公営住宅でのこども食堂開催、
保育士の配置、介護報酬改定などに
ついて質疑及び提言がありました。

●経済委員会
◦県中央部（令和６年１月17日）
　株式会社大塚製薬工場松茂工場に
て、施設の視察を行うとともに、輸
液製造における合理化等の取り組み
についての意見交換会を行いました。

●県土整備委員会
◦県中央部（令和６年１月19日）
　徳島東環状線街路工事の現場に
おいて、事業概要の説明を受けた
後、末広大橋に向けての上部工架
設状況を視察しました。

徳島東環状線街路工事現場株式会社大塚製薬工場松茂工場

●徳島県議会から石川県に対し、令和６年能
登半島地震被害への見舞金を贈呈しました

（１月26日）。
●議決対象とした新たな総合計画について、

全議員勉強会を開催しました（２月15日）。

●教育振興議員連盟が、校則について、勉強会を開催しました（12月27日）。
●水産振興議員連盟が、スジアオノリ等の集荷状況を視察した後、徳島県漁業協同組合連合会と徳島県の

藻類養殖業について意見交換を行いました（１月15日）。
●畜産振興議員連盟が、畜産関係団体懇話会との意見交換会を行いました（２月５日)。
●観光振興議員連盟が、徳島県知事等に対し、多言語による案内看板の設置など、観光振興に関する要望

を行いました（３月６日）。
●医療・福祉関係議員連盟が、地方における子育て支援について勉強会を開催しました（３月13日）。 

議会トピックス議会トピックス 議員連盟の活動議員連盟の活動

（3）とくしま県議会だより



とくしま県議会だより（4）

●この広報紙は市役所､ 町村役場、または県の総合県民局、各庁舎、県庁内のふれあいセンター､ 県議会事務局でお渡ししています。

　２月15日には南小松島小
学校６年生の皆さん、２月
20日には佐那河内小学校６
年生の皆さん、２月21日に
は由岐小学校５、６年生の皆
さんが参加され
ました。

県議会小学生社会見学ツアーを開催しました
佐那河内小学校

（佐那河内村）の皆さん

由岐小学校
（美波町）の皆さん

■
徳
島
県
議
会
会
派
名
簿

議
　
長

元
木 

章
生

副
議
長

山
西 

国
朗

■
徳
島
県
議
会
正
副
議
長	

（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）

日本維
新の会

元気と
くしま 護民官 日本

共産党 真政会
公明党
徳島県
議団

グロー
カル

ｐｌｕｓ
新しい県政を

創る会
自由民主党
県民会議 徳島県議会自由民主党

会
派
名

会
長

岡　

 

佑
樹

会
長

古
川 

広
志

会
長

浪
越 

憲
一

会
長

仁
木 

啓
人

副
会
長

東
条 

恭
子

会
長

井
川 

龍
二

会
長

嘉
見 

博
之

会
長
代
行

岡
本 

富
治

副
会
長

重
清 

佳
之

眞
貝 

浩
司

正
副
会
長

幹
事
長

坂
口 

誠
治

幹
事
長

梶
原 

一
哉

幹
事
長

沢
本 

勝
彦

幹
事
長

長
池 

文
武

幹
事
長

北
島 

一
人

副
幹
事
長

原　

 

徹
臣

相
談
役

寺
井 

正
邇

幹
事
長

岡
田 

理
絵

副
幹
事
長

須
見 

一
仁

幹
事
長
等

曽
根 

大
志

岡
田　

 

晋

扶
川 　
敦

達
田 

良
子

岸
本 

淳
志　
川
真
田
琢
巳

近
藤 　
諭

庄
野 

昌
彦　
竹
内 

義
了

井
下 

泰
憲　
立
川 

了
大

福
山 

博
史　
井
村 

保
裕

大
塚 

明
廣　
木
下 

賢
功

山
西 

国
朗　
古
野 　
司

平
山 

尚
道　
元
木 

章
生

会
　
　
　
員

１名 １名 １名 １名 2名 ２名 ５名 ５名 ６名 14名 人
員
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浩
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野 　
司

議
会
運
営
委
員
会

議会運営
委
員
会
名

須
見 

一
仁

委
員
長

井
川 

龍
二

副
委
員
長

岡
田 

理
絵　
岡
本 

富
治　
嘉
見 

博
之

重
清 

佳
之　
眞
貝 

浩
司　
北
島 

一
人

長
池 

文
武　
仁
木 

啓
人　
沢
本 

勝
彦

浪
越 

憲
一

委
　
　
　
員

常
任
委
員
会

県土整備 文教厚生 経  済 総  務
委
員
会
名

梶
原 

一
哉

立
川 

了
大

井
村 

保
裕

福
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議会見学会のご案内議会見学会のご案内
　議事堂を見学してみませんか。
電話でお申し込みの上、見学申
込書を提出してください。
TEL：088-621-3010

申込方法等
はこちら⇣

南小松島小学校
（小松島市）の皆さん 

議会コンサート
　２月 15 日、議事堂１階ホールにお
いて、多国籍の座員で構成され、世界
に人形浄瑠璃の素晴らしさを広めるため活動さ
れている「徳米座」の皆さまと義太夫節の鶴澤友
輔さんに阿波人形浄瑠璃を上演いただきました。

県議会表彰式
　２月 21 日、議場において、スポー
ツや学芸部門の全国大会、世界大
会で最優秀の成績を収めた個人と団体の児童、
生徒および学生の皆さんに対し、県議会表彰
を行いました。

徳島県議会と大学との
包括連携協定事業
◦１月 16 日、議員と徳島文理大学総

合政策学部の皆さんが、「カーボン
ニュートラルの実現のために」をテー
マに意見交換会を行いました。

◦議事堂１階ホールにおいて、２月定
例会開会中、四国大学における地域
連携活動に関する取り組みなどを紹
介するパネルを展示しました。

議会日程議会日程

６月10日·························· 常任委員会
６月11、12日················· 特別委員会
６月13日·························· 本会議（開会）
６月18日·························· 本会議（代表質問）                
６月19日·························· 本会議（代表質問・一般質問）
６月21、24 ～ 26日······ 常任委員会
６月27、28日················· 特別委員会
７月３日··························· 本会議（閉会）

令和６年６月定例会の日程

※日程は予定であり、変更
する場合があります。

とくしま議会だより
第120号の議会クイズの
答えは、❶新でした。
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員
会

こども未来・
安心対策

地域活性化
対策

防災・
環境対策

まちづくり・
魅力向上対策
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。


